
科目群の学習・教育目標

 ❶  ①必修科目 選択科目  ❶ 他課程の科目

情報技術活用能力
情報に関する基礎的素養および情報処理の基礎と応用を学び、コンピュータやインターネットを日
常的に利用することができる。また、表計算、コンピュータシステムなどを学び、さらに、プログ
ラミング演習を通してプログラムの記述能力を高めると同時に、コンピュータを自在に活用するこ
とができる。

心のはたらきの測定・評価能力 
人間の情報処理機構、人間の身体的構造、および人間の情意システムについて心理学的説明を行う
ことができる。また、心理学の基本的な枠組みを理解し、心理学の基本的な実験の実習を通して、
心理学の考え方を体験し、人間の知情意それぞれの働きについて心理測定評価を行うことができ
る。

心のはたらきの応用化能力
心理学的知識を活用して、心のはたらきをものづくりとひとづくりに活かすための方法を修得する
ことで、人間親和性の高い情報デザイン・システム・サービスの開発、即ち、わかりやすく、快適
で、親しみやすい、身の回りの製品・福祉機器・システム設計開発を行うことができる。

プロジェクト遂行能力
心のはたらきが関わる諸問題について、これまでに学んできた知識を活用して、科学的な方法を用
いた研究を計画、遂行し、レポートやプレゼンテーションにより明確に表現できる。

キャリアデザイン能力
実社会において心理学の知識が生かされる場面を理解し、社会の動向、求められる人物像、就職環
境などを把握して、将来の進路を展望し、自らの進むべき方向を決定できる。 
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プロジェクトデザイン入門 ❷

アカデミックライティング ❶

プロジェクトデザインⅢ ❽

専門ゼミ ❶プロジェクトデザインⅠ ❷ プロジェクトデザインⅡ ❷ プロジェクトデザイン実践 ❷

進路セミナーⅠ ① 進路セミナーⅡ ①

情報フロンティア大意（心理情報） ❷

心理学研究法 ❷

情報処理心理学 ❷

人間工学 ❷

認知神経科学 ❷

心理情報専門実験・演習Ａ ❸ 心理情報専門実験・演習Ｂ ❸

Webデザイン ❷

心理学のためのプログラミングⅠ ❷

心理学概論 ❷

プログラミング基礎 ❷

ＩＴシステム基礎 ❷

実験心理学 ❷

応用心理統計学 ❷

心理学基礎実験実習 ❷

臨床心理学概論 ②

社会心理学 ②

カウンセリング心理学 ②

記憶心理学 ②

ＩＴシステム応用 ②

産業心理学 ②

ヒューマンインタフェース設計学 ②

知覚心理学 ②

情報デザイン学 ②

医学概論 ②

心理学のためのプログラミングⅡ ②

心理アセスメント実習 ②

支援心理学 ②

脳情報科学 ②

生涯発達心理学 ②

消費者心理学 ②

感情心理学 ②

心理情報学統合演習 ②

性格心理学 ②

心理情報学科
Department of Psychological Informatics
■学習・教育目標

人の心についての興味・関心が高まっており、21世紀は「心の時代」といわれている。本学科では、こ
の心のはたらきを科学的に捉えて、測定・評価する技術を修得して、人ともの、人と社会、そして人と
人との適切な関係を構築できることを目指している。そこで、心理学と情報技術とを融合して、安全
で、心地よく、楽しく使うことができる製品やシステムの企画・開発、人の心のはたらきに配慮した
サービスの提案を行うことができる人材を育成する。

■キーワード

心のはたらき
心理測定・評価技術
認知と感性
人間親和性


